
 

志村小・志村四中 小中一貫型学校設置検討会 
第４回 次第 

 

日 時：令和３年 10月８日（金） 午後６時 15分～ 

会 場：グリーンカレッジホール ３階 教室１ 

 

【第４回の到達点】 

 第３回通学区域・通学路作業部会の検討事項について報告する。小学

校部分の通学区域について意見交換し、検討会としての方向性を決定

する。また、中学校部分の通学区域の検討の進め方について、作業部

会での意見の内容について共有する。 

 学校の伝統・歴史の保存について情報共有し、意見交換を行う。 

 

１ 会長あいさつ 

 

２ 新規委員紹介 

  ・新 規 委 員 紹 介【資料１】 

・作業部会委員紹介【資料２】 

 

３ 基本構想・基本計画の策定について 

 策定支援受託事業者紹介やスケジュール等 

 

４ 検討事項 

 （１）第３回通学区域・通学路作業部会の報告について 

【資料３・別紙①・別紙②】 

 

 （２）学校の伝統・歴史の保存について【資料４】 

 

 

≪次回以降のお知らせ≫ 

【第５回検討会】 

日時：令和３年 12月中旬予定 

場所：未定 

※開催日時については、新型コロナウイルス感染症の
状況を踏まえ決定し、決まり次第お知らせします。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               



（令和３年10月8日現在）
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第３回 通学区域・通学路作業部会の報告について 

 
 
１ これまでの通学区域・通学路の検討経過概要 
  ※第３回検討会については、通学区域・通学路に関する説明内容や検討事項について記載して

いる。 

 
 
２ 第３回作業部会の検討事項 

（１）小学校部分の通学区域について【別紙①】 

  ①通学区域 
これまでの検討経過を振り返り、新規委員として北前野小と志村坂下小の各学校
長とＰＴＡ代表者を交え、意見交換を行った。 

※新規委員には事前説明を行い、通学区域の変更案に対する意見を検討していただいた。 

 

①小学校部分の通学区域の意見交換の内容 

 
〇新規委員から出た意見 

▪ＰＴＡ関係者にも聞いたが、環状八号線を通って通学するのは危険だという意

見が多かった。 

▪ＰＴＡ関係者にも聞いたが、小学生は安全性という意味で、より近い小学校に

通学区域を変更することが望ましいとの意見が多かった。 

▪もし他の小学校の入学を希望するのであれば入学予定校変更希望制の制度があ

るので、通学区域を変更しても問題ないと思う。 

〇通学区域の変更による、学級数の減少に伴う心配 

 ▪学級数が減少することで教員の数が減少するのではないか。 

 開催日時 開催場所 説明内容や検討事項 

第１回 

作業部会 

５月 26 日（水） 

18 時 30 分～19 時 30 分 

志村第四中学校 

ランチルーム 

▪協議会・説明会・意見募集で出された意見の確認 

▪通学区域を検討する際の留意事項や各小・中学

校の現状、志村小の移転に伴う検討課題の共有 

第２回 

作業部会 

６月 16 日（水） 

18 時～19 時 15 分 

志村第四中学校 

ランチルーム 

▪第１回の振り返り 

▪各小学校の在籍状況等の確認 

▪事務局案の検討 

第３回 
検討会 

７月 29 日（木） 

18 時 15 分～19 時 30 分 

グリーンカレッジ

ホール 教室１ 

▪第１回・第２回作業部会の報告 

▪今後の小学校部分の通学区域の進め方の決定 

第３回 

作業部会 

９月７日（火） 

18 時 15 分～19 時 50 分 

志村第四中学校 

ランチルーム 

▪これまでの検討経過の振り返り 
▪小学校部分の通学区域の検討 
 （該当校の関係者を新規委員として交え、意

見交換） 

▪中学校部分の通学区域の検討の進め方
等について意見交換 

資料３ 



2 

 

  ⇒教員の配置については、学級数に基づいた適切な人数が配置される。 

▪志村坂下小の通学区域が小さくなる分、蓮根地域の通学区域を加えることはで

きるか。 

  ⇒通学区域変更予定地から離れた区域を玉突き的に変更した場合、離れた区域

としては、通学区域を変更する理由がないことから、理解を得ることは難し

く、玉突き的な形による変更は望ましくないと考える。 

○志村小の通学区域の内、志村二小寄りの区域について 

 ▪志村小の通学区域の内、志村二小寄りの区域については、首都高側に学校敷地

の出入口を設置し、通学距離の短縮や学校の敷地内に早く子どもたちが入れる

ようにすることで、子どもたちの安全面を確保するとの意見が出たが、施設面

での対応は可能ということで良いか。 

  ⇒首都高側に門を設置することで調整している。 

〇新しい通学区域の開始時期について 

 ▪新しい通学区域の開始時期については、これから検討していくのか。 

  ⇒小・中学校の通学区域の検討を終えた後に検討していく。 

②小学校部分の通学区域のまとめ 

 
新規委員も含め、意見交換を行った結果、志村小の移転に伴い、現在の通

学区域校より志村小の方が近くなる区域（別紙①の㋐と㋑）については、通
学区域変更による対応とし、志村小の移転に伴い、志村小が現在より遠くな
る区域（別紙②の㋒）については、施設面での対応でまとまった。 

作業部会としては、小学校部分の通学区域について、別紙②の案とした上
で、首都高側に門を設置することが必要と考える。 

 

 
  ②通学路 

①通学路の安全性に関する意見 

 
▪志村坂下小から志村小への通学区域変更予定区域の子どもたちは、通勤等で志村

三丁目駅に向かう大人の流れと逆行する形で通学することになる。他区の事例で

は、子どもたちの通学と駅に向かう大人達とでトラブルになったと聞いている。

子どもたちの安全と大人への影響を考え、人の流れを含め、通学路の検討を行っ

ていくべきだと思う。 

②通学路の安全性に関するまとめ 

 
通学路については、小・中学校の通学区域の検討後、作業部会や検討会で

検討していく。通学路の検討時期については、令和４年度から５年度にかけ
て検討していく。 

また、教育委員会事務局内でも通学路については地域教育力推進課が担当
しており、前回の検討会で意見が出たスクールゾーンの設定については、警
察が担当している。通学路に関する担当部署とも連携して、検討していく。 

 
 
 
 



3 

 

 
（２）中学校部分の通学区域について 

中学校部分の通学区域の検討の進め方や課題について意見交換を行った。 

①委員から出た意見 

 
▪他の学びのエリアでは、１つの中学校に対して２つの小学校の組み合わせが多い

と思うので、志村四中は学びのエリアの小学校が 4 校あり、多い印象がある。学

びのエリアの小学校の数が多いため、先生や小・中学校の子どもたちの交流の機

会が他のエリアと比べて少なくなるのではないかと思う。 

▪志村坂下小は、同じ学びのエリアの志村四中と小中一貫教育を取り組んできても、

志村三中や志村五中に進学する子どももいる。子どもたちにとって、学びのエリ

アと通学区域は一致している方が良いと思うので、今回の通学区域の変更の際に、

検討した方がいいと思う。 

▪他の小学校でも、中学校の通学区域が分かれてしまっている。学校の距離や学校

施設の規模もあるので、板橋区内全ての小・中学校の通学区域と学びのエリアと

の整合を図るのは難しいと思う。 

②中学校部分の検討の進め方のまとめ 

 
▪中学校部分の通学区域の検討においては、小学校部分の通学区域の検討と
同様に、「安全性」「学校規模」「通学距離」「町会・自治会の区域との整合
に配慮すること」の４つの留意事項を基本とし、この４つに加えて、「通学
区域と学びのエリアとの整合への配慮」を新たな着眼点として加える。 

▪中学校部分の通学区域については、子どもたちの安全性を一番に考えると
ともに、他の事項を含め、拡大・縮小といったあらゆる可能性を検討して
いく。 

 
 
３ 学びのエリアについて 

（１）学びのエリアとは 
学びのエリアとは、22 の中学校単位に分けた、区立幼稚園と区立小・中学校の
グループのこと。板橋区では、学びのエリアを核とした小中一貫教育を推進して
いる。 

 
（２）板橋区の学びのエリア 構成校（園）の数による分類 
    

中学校と小学校 学びのエリア数 

１校対１校（※） ４ 

１校対２校 ９ 

１校対３校 ７ 

１校対４校 ２ 

 
 

学びのエリアの構成校が１校対４校のところは、志村四中（志村小・北前野小・
緑小・志村坂下小）と赤塚三中（赤塚小・下赤塚小・赤塚新町小・紅梅小）の２
校である。 

※小学校と中学校の関係を見る

ため、幼稚園（1 園）と天津わ

かしお学校は除いています。 
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（３）志村第四中学校について 
    

中学校区 志村四中 

エリア名 
ＦＬＣ学びのエリア 
（四つ葉のクローバー、fight・learn・clean） 

関係小学校 

エリア校 通学区域校 

志村小 志村小（※1） 

北前野小 北前野小 

緑小 緑小 

志村坂下小 志村坂下小 

 
前野小 

志村二小（※2） 

 

（※1）志村小は志村四中の通学区域内に全通学区域が含まれている。 

（※2）志村二小の部分は見次公園部分のみが含まれている。 

 
   【凡例】 

    エ リ ア 校 … 学びのエリアを構成する小学校・幼稚園 

    通学区域校 … 中学校と通学区域が重なっている小学校 

 
 
４ 今後の作業部会の流れ 
   ▪次回の作業部会から中学校部分の通学区域について本格的に検討する。 
   ▪検討の進め方としては、小学校部分の通学区域の検討と同様に、まずは作業部

会で検討し、検討会に報告する。該当校の意見を聞く必要があれば、検討会委
員として出席してもらい意見交換を行う。 

 
 
 
 



 

 

適用除外校 

移転 

北前野小の通学区域 

移転後の志村小に近くなる。

通学区域を変更 

 

 

当年入学率 98.73％ 

 

 

当年入学率 62.03％ 

過去の傾向として志村小、

緑小、前野小へ行っている。 

 

当年入学率 100％ 

過去の傾向として、緑小や

志村六小に行っている。 

 

当年入学率 147.50％ 

通学区域外からの入

学が多い。 

 

志村坂下小の通学区域 

移転後の志村小に近くなる。 

通学区域を変更 
 

志村小の通学区域 

移転後志村小が遠くなる。 

施設面で対応 
 

志村小周辺の通学区域図 別紙① 

㋐ 

㋑ 

㋒ 



小学校部分の通学区域変更案（作業部会案） 
 

≪変更前≫                             ≪変更後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

学校名 通学区域 

志村小学校 
志村一丁目 13 番から 35 番まで 志村二丁目 志村三丁目 1 番から

11 番まで・15 番 

北前野小学校 

前野町四丁目 10 番から 17 番まで・20 番・23 番から 58 番まで 相

生町 1 番から 4 番まで 志村三丁目 12 番から 14 番まで・16 番 前

野町五丁目 7 番から 13 番まで・16 番から 30 番まで・33 番から 56

番まで 中台二丁目 1 番から 9 番まで・21 番から 24 番まで・34 番か

ら 42 番まで 

志村坂下小学校 
坂下一丁目 1 番から 26 番まで・28 番・34 番から 41 番まで 蓮根一

丁目 志村三丁目 17番から 32 番まで 相生町 5 番から 26 番まで 

 

学校名 通学区域 

志村小学校 
志村一丁目 13 番から 35 番まで 志村二丁目 志村三丁目  
相生町 1 番から 9 番まで・14 番から 16番まで・18 番 

北前野小学校 

前野町四丁目 10 番から 17 番まで・20 番.23 番から 58 番まで 前野
町五丁目 7 番から 13 番まで・16 番から 30 番まで・33 番から 56 番
まで 中台二丁目 1 番から 9 番まで・21 番から 24 番まで・34 番か
ら 42 番まで 

志村坂下小学校 
坂下一丁目 1 番から 26 番まで・28 番・34 番から 41 番まで 蓮根一
丁目 相生町 10 番から 13 番まで・17 番・19 番から 26 番まで 

 

別紙② 

志村小 

北前野小
小 

志村坂下小 

小 

志村坂下小 

小 

現志村小 

北前野小
小 

移転 

小中一貫型の学校 
（移転後の志村小） 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 
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学校の伝統・歴史の保存について 

 

１ 協議会からの意見書の内容 

  記念コーナーやモニュメントの設置、記念誌の作成など、伝統や歴史の保存に配慮 

すること。 

  

２ 検討項目（案） 

   （１）伝統・歴史の保存方法について 

   （２）保存品の選定方法等について 

 

３ 志村小学校・志村第四中学校の歴史の保存方法・保存品 

学校名 場所 主な保存品 現在の利用状況 

志村小学校 

３階資料室 

ジオラマ、二宮金次郎像、

パネル、卒業証書、教科書、

周年記念誌、昔の道具類

（机、椅子、火鉢、ラジオ、

電話等） 

一般来校者向けにも公開してお

り、施錠はせず、自由に閲覧可能

であり、年間 10 名程度の利用実

績がある。 

授業においては、調べ学習時に

年間 10 回程度の使用がある。 

校舎外 
二宮金次郎像、泰山木、

110 周年記念植樹、 
 

志村第四中学校 

２階図書室前 

賞状、トロフィー、カップ、

校旗、学校の表示、周年記

念誌、アルバム、航空写真 

２階図書室前のガラスケース２

つや壁に展示している。歴史的

遺構遺物の保存がないため、記

念室や資料室としての公開はし

ていない。 

校舎外 60 周年記念植樹  
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４ 板橋区内の記念室・記念コーナーについて 

主に統合により閉校となった学校の記念品が統合校等にて展示されている。 

保存方法 設置数 主な展示方法 

記念室 

５か所 
室内に展示ケースを設置し、閉校となった学校の記念品

を展示している。 
旧板三小、高島第六小、若木小、

富士見地域センター、旧高七小、 

記念コーナー 

3 ヶ所 

オープンなスペースに展示ケース、壁面ガラスケースを

設置し、閉校となった学校の記念品や旧校舎の記念品を

展示している。 

板橋第一小、板橋第十小、 

上板橋第二中（Ｒ4.4 月から） 

 

５ 保存方法別の特徴 

保存方法 特徴 

記念室 
オープンなスペースではないため、日常的に児童・生徒・来校者等の目に触れ

る機会は少なく、記念室を目的にした方が対象となる傾向にある。 

記念コーナー 
廊下等のオープンなスペースのため、日常的に児童・生徒・来校者等の目に触

れる機会が多く、目的を問わず対象となる傾向にある。 

 

６ 他校における保存品の選定方法例 

  （１）校内に担当組織の設置を行い、組織を中心として保存スペースを考慮し、保 

存品の検討及びリストアップを行う。 

  （２）保存ができないものについて、写真に収めて残すなどの検討を行う。 

（３）保存品によっては、関係団体（ＣＳ・ＰＴＡ）等と調整を行う。 

 

 

 

 

 

 

 


